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					このページは校正済みです
いく萬代を經（フ）とも、
誰（タレ）しの
奴（ヤツコ）か、
大皇（オホキミ）に
背（ソム）き
奉（マツラ）む、あなかしこ、御代御代の
間（アヒダ）に、たま〳〵も
不伏（マツロハヌ）
惡穢（キタナキ）
奴（ヤツコ）もあれば、神代の
古事（フルコト）のまに〳〵、
大（オホ）
御稜威（ミイツ）をかゞやかして、たちまちにうち
滅（ホロボ）し給ふ物ぞ、


千萬（チヨロヅ）
御世（ミヨ）の
御末（ミスヱ）の御代まで、
天皇命（スメラミコト）はしも、大御神の
御子（ミコ）とまし〳〵て、


御世御世の
天皇（スメラギ）は、すなはち天照大御神の御子になも
大坐（オホマシ）ます、
故（カレ）
天（アマ）つ神の御子とも、日の御子ともまをせり、


天（アマ）つ神の御心を大御心として、



何（ナニ）わざも、
己命（オノレミコト）の御心もてさかしだち賜はずて、たゞ神代の
古事（フルコト）のまゝに、おこなひたまひ
治（ヲサ）め賜ひて、
疑（ウタガ）ひおもほす事しあるをりは、
御（ミ）
卜事（ウラゴト）もて、天
（ツ）神の御心を
問（トハ）して物し給ふ、

神代も今もへだてなく、


たゞ
天津日嗣（アマツヒツギ）の
然（シカ）ましますのみならず、
臣連（オミムラジ）
八十（ヤソ）
伴緖（トモノヲ）にいたるまで、
氏（ウヂ）かばねを
重（オモ）みして、
子孫（ウミノコ）の
八十（ヤソ）
續（ツヾキ）、その
家々（イヘ〳〵）の
職業（ワザ）をうけつがひつゝ、
祖神（オヤガミ）たちに異ならず、
只（タヾ）
一世（ヒトヨ）の如くにして、神代のまゝに
奉仕（ツカヘマツ）れり、
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